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研究成果の概要： 
 本研究は、美術教育における鑑賞領域の学習に焦点をあて、美術鑑賞における熟達化の特徴

を分析しつつ、鑑賞スキルの効果的な学習方略を開発し、その有効性と課題を検証したもので

ある。美術鑑賞はきわめて複雑な行為であるため、本研究では鑑賞行為が言語によって外在化

された美術鑑賞文に考察の範囲を限定し、独自に考案した鑑賞スキルの指標によって美術鑑賞

の熟達化の状況を明らかにした。さらに美術鑑賞文の作成プロセスにおいて鑑賞スキルをメタ

認知するためのツールを取り入れた学習プログラムを開発し、その検証の結果、鑑賞スキルの

学習方略としての有効性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
 子どもの描画に関する近年の研究では、子
どもが多様な描き方を同時に使い分けてい
る状況を「絵画レパートリー」としてとらえ、
従来の単線的な描画の発達段階論が再考さ
れている(Kindler,1999)。本研究は、この絵
画レパートリーの視点を美術鑑賞の発達に
援用して検証する試みであるが、その考察の
過程において絵画鑑賞における発達理論の
普遍性を比較文化の観点から問い直し、文化
に根ざした教育環境がその発達に強く影響

していることをすでに指摘してきた(Wang & 
Ishizaki,2002)。そして、描画と同様に鑑賞
に関する従来の発達理論が、美術学習の理論
的根拠として限界があるとの知見から、それ
に代わる発達理論にはどのような発達モデ
ルが妥当であるかを明確化し、それを検証す
る試みが必要であった。 
 一方、理想的な美術鑑賞においては、鑑賞
者がそれぞれに多様な見方をしながら、他の
鑑賞者との交流を楽しむことによって、さら
に深い見方を見出していくとされる。その実
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現は、鑑賞教育における重要な課題であり、
鑑賞者が多様な見方を構築し、その多様な見
方を状況に応じて自由に使いこなすための
学習方策を具体化することが急務であった。
こうした問題意識に基づき、本研究は鑑賞ス
キルの視点に基づく熟達化の特徴を示し、鑑
賞スキルの効果的に習得する学習方略を開
発し、その有効性を検証するものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、美術鑑賞における熟達化
の特徴を分析し、鑑賞スキルの効果的な学習
方略を開発し、検証することである。美術鑑
賞はきわめて複雑な思考活動であるために
本研究では美術鑑賞文に範囲を限定し、新た
に熟達化分析の指標を考案して考察を進め、
さらに鑑賞スキル習得のためのツールを開
発し、その有用性と課題を検証した。具体的
課題は、以下の三点であった。 

図 1 鑑賞スキルの基本構造図 
 
 さらに鑑賞行為それぞれに三つのレベル
を設定した。美術鑑賞文における熟達化につ
いては、①鑑賞行為のレベルの高まり、②鑑
賞スキルの種類の多様化、③鑑賞文における
文脈の増加、の三つの観点から定義した(石
崎・王,2009)。分析は大学生の鑑賞文を対象
とした。本研究に至る過程で開発してきた鑑
賞文作成支援ソフトウェア「アート・リポー
ター」を大学生に対して 2005 年６月(13 人)
と 2006 年６月(19 人)に行い、有効回答とな
った 29 人分の結果を分析の対象とした。調
査では、ワイエス(Wyeth,A.)の『クリスティ
ーナの世界』(1948 年)について、二つの鑑賞
文を書くことを求めた。一つは、特別な支援
をせずに自由に書いた自由鑑賞文である。も
う一つは、鑑賞文作成を支援するコンピュー
タソフト「アート・リポーター」を使用して
パソコン上で書いた鑑賞文である。「アー
ト・リポーター」は、鑑賞文の作成を支援す
るために、文章表現の型であるテンプレート、
そして「見方のヒント」や解説などを参照で
きるように開発したものである。この「見方
のヒント」では、小学生から大学生までのイ
ンタビューから得た意見が鑑賞スキルの枠
組みで分類されている。 

(1)第一の課題 
 美術鑑賞における熟達化を特徴づける指
標を鑑賞スキルの概念に基づいて考案し、そ
の指標によって美術鑑賞文における熟達化
分析を進めていくこと。 
(2)第二の課題 
 美術鑑賞スキルを効果的に習得する学習
方略を検討し、独自の学習支援ツールを取り
入れた学習プログラムを開発すること。 
(3)第三の課題 
 美術鑑賞スキルの熟達化を促す学習プロ
グラムの検証を進め、その効果と課題につい
て国内外の連携研究者との共同討議によっ
て多角的にレビューし、その有効性と今後の
課題を考察すること。 
 
３．研究の方法 
(1)第一の課題 
 まず、美術鑑賞文の特徴を分析する指標を
鑑賞スキルの概念に基づき作成し、定量的な
分析を試みた。まず、鑑賞者が作品のどの要
素に注目し、それらに対してどのように反応
するのかという二要因に焦点をあて、その両
者の組み合わせから鑑賞スキルを定義した。
つまり、作品の要素と鑑賞者の行為を二つの
軸とし、両者の組み合わせによって、鑑賞ス
キルを規定した。その鑑賞スキルを最小単位
とし、鑑賞スキルが繰り返して使われ、使い
慣れたものをレパートリーとした。作品の要
素については、パーソンズ(Parsons,1987)の
発達理論のトピックに基づき、主題、表現性、
造形要素(媒体を含む)、スタイルという四つ
の枠を設定した。鑑賞者の行為については、
ハウゼン(Housen,1983)の発達構造の 14領域
から、連想、観察、感想、分析、解釈、判断
という六つの枠を設定した。そして、以上の
観点から構築した枠組み(図１)が、鑑賞スキ
ルの基本構造である(王・石崎, 2008)。 

 熟達化の三つの指標の数量化は、次のよう
に規定した。 
 鑑賞行為のレベルは、文章ごとに鑑賞行為
レベルを判定し、それらの平均値をだした。
数値は 1〜3の範囲となる。 
 鑑賞スキルの種類では、その種類の数を計
算し、それを文章の数で割ることによって、
文章の総数に占める種類の割合を算出した。
その数値は 0〜1の範囲となる。 
 文脈の深まりについては、文と文の間の関
連性の数を文章の数で割り、その割合を算出
した。これも 0〜1の範囲での数値となる。 
 
(2)第二の課題 
 鑑賞スキルの学習プログラム開発では、転
移を促す反復練習やメタ認知の視点を重視
してワークシートを考案し、すでに開発した
ソフトウェア「アート・リポーター」を改良



した。また、学習過程ではワークシートで記
述した内容をグループで対話し、各自の考え
をグループで共有できるように工夫した。ま
た、転移については、パーキンスらの一連の
研究(Parkins,1994)を参考にして、本研究で
は、ある作品の鑑賞で学んだ鑑賞スキルが、
別の作品を鑑賞する際にも適用されること
を転移とした。つまり、学んだスキルがその
まま使われるか、または何らかの影響が認め
られる現象である。パーキンスらの研究によ
ると、転移は徹底的な練習と、熟考した上で
の抽象概念の生成という二つの仕組みによ
って生じると考えられている。本研究での学
習プログラムでもこのような転移に関する
学習理論を取り入れて、鑑賞スキルの反復練
習というシンプルな方法を重視した。さらに
自己モニタリングという、いわゆるメタ認知
の活動を積極的に行うことを通して転移を
起こしやすい学習環境を整えるようにした。 

 

図 2 鑑賞レベルでの比較 

 

 
(3)第三の課題 
 本研究で開発した学習プログラム(大学生
対象)を検証した。鑑賞スキルのための学習
プログラム(5 ユニット、各 2 時間、合計 10
時間)を大学生 5 人を対象に 2007 年 12 月に
実施し、分析した。鑑賞文データについては、
美術鑑賞文の熟達化の指標(鑑賞行為のレベ
ル、スキル率、文脈率) に基づき、学習プロ
グラムでの学習前と学習過程、学習後に分け
て分析した。なお、スキル率は、鑑賞文で使
われた鑑賞スキルの種類の数を、鑑賞スキル
として想定される最大の数の 24 で割り、割
合をだすことに修正した。 

図 3 スキル種類率、文脈率での比較 
 
（2）鑑賞スキルの学習プログラムの開発   
 図 4は、鑑賞スキル学習プログラムの概要
を示したものである。 

 

 また、オハイオ州立大学名誉教授のマイケ
ル・パーソンズ博士を招聘し、連携研究者の
王文純博士とともに、これまでの研究成果を
レビューし、鑑賞スキルの学習方略について
の多面的な議論を行った。 
 
４．研究成果 
(1)自由鑑賞文とソフトによる鑑賞文の比較   
 図 2 は、鑑賞レベルについて、自由鑑賞文
と「アート・リポーター」による鑑賞文を比
較したものである。「アート・リポーター」
による鑑賞文の方が高く、有意な差となって
いる(t=4.72、 p<0.01)。そして図 3 は、ス
キルの種類の割合と文脈の割合について、自
由鑑賞文と「アート・リポーター」による鑑
賞文で比較したものである。図 2と同様に「ア
ート・リポーター」による鑑賞文の方が高く、
有意な差となっている(スキル種類率: 
t=2.49、 p<0.01、 文脈率: t=2.07、 p<0.05)。 

図 4 鑑賞スキル学習プログラムの概要 
 

 ユニット 1は、鑑賞スキルの理解をねらい
としたものであり、作品はワイエスの『クリ
スティーナの世界』である。まず学習者は独
力で鑑賞文を作成する。これを鑑賞文 1とし、
鑑賞スキルを学習する前のデータとする。ま
た、同じ作品をユニット 2において「アート・
リポーター」を利用して鑑賞文を作成し比較
することになる。ユニット 1 では、鑑賞文 1
の作成後にワークシートを用いて鑑賞スキ

 このように３つの熟達化の指標のいずれ
もが、「アート・リポーター」による鑑賞文
の方が自由鑑賞文よりも高い値となってい
る。その変化は、「アート・リポーター」に
よる支援効果と考えられる。 



ルの定義について学習する。そして、鑑賞文
1 から三つの文章を取り出し、自らが使った
鑑賞スキルを自己分析する。さらにその分析
マップを作成しながら鑑賞スキルの理解を
深める。 
 ユニット 2 では、「アート・リポーター」
を使いながら『クリスティーナの世界』につ
いての鑑賞文 2を作成する。この「アート・
リポーター」では、鑑賞文作成を支援する書
き方のテンプレートや見方のヒント、作品情
報が活用できるようになっている。その後、
鑑賞スキルを分析するワークシートを利用
し、自分が書いた鑑賞文を鑑賞スキルの視点
で分析し、そのマップを作成する。その際、
各自の判定やマップについて意見交換させ、
共有とふり返りによってメタ認知を促す学
習環境作りに配慮した。 
 ユニット 3 では、最初にマグリット
(Magritte,R.)の『大家族』(1963 年)につい
てのワークシートに取り組む。このワークシ
ートは、六つの鑑賞行為に意識することをね
らい、最初のぬり絵を通した観察や感想、物
語の連想、造形要素の分析、意味の解釈、作
品の価値判断へと順次促すように考案した
ものである。その後、作品についての情報資
料が提供され、それを活用しながらワークシ
ートを使って複合型の鑑賞スキルになる文
章を学習者は作成する。ユニット 2と同様に
その分析マップを作成し、メタ認知を促すた
めに対話を通して相互の考えを共有する。こ
の複合型の鑑賞スキル作成では、文脈形成を
促すことがねらいとなっている。 
 ユニット 4では、ピカソ(Picasso,P.)の『ゲ
ルニカ』(1937 年)の「アート・リポーター」
を使い、鑑賞文 3を作成する。次にワークシ
ートを利用して自分の書いた鑑賞文につい
て、今度は複合型の鑑賞スキルの視点で分析
し、その後マップを作成し、メタ認知が促さ
れる。さらに、作品に対する問いに基づいて、
複合型の鑑賞スキルを使った文章を作成し、
同様にマップ化し、理解を深めていく。 
 ユニット 5では、スーラ(Seurat,G.)の『グ
ランドジャット島の日曜日の午後』(1884-86
年)をとりあげ、学芸員に応募するための評
論文を書くというロールプレイを行う。この
評論文を鑑賞文 4 とした。ユニット 5 では、
スキルの学習は行わず、独力で鑑賞文を作成
する。ただし、全員で良い評論文とは何かを
意見交換した上で評論文を作成した。 
 
(3)鑑賞スキルの熟達化の量的分析 
 学習プログラムによって鑑賞スキルを学
習する前に独力で作成した鑑賞文 1を学習前、
スキルの学習中に作成した鑑賞文 2、3 を学
習過程、最後のユニット 5で再び独力で作成
した鑑賞文 4 を学習後とし、比較分析した。 
 図 5で示すように鑑賞行為のレベルとスキ

ル率では、ともに学習前と学習過程(p<0.05)、
学習前と学習後(p<0.05)で有意な差となっ
た。また、文脈率では、学習前と学習後
(p<0.05)、学習過程と学習後(p<0.01)で有意
な差となった。これらの指標における有意差
は、学習プログラムによる鑑賞スキルの熟達
化を示唆するものといえる。 

 

図 5 学習過程での比較(熟達化の各指標) 
 

 さらに図 5の各グラフの変化が示すように
鑑賞行為のレベルとスキル率では、学習過程
においていずれも効果が示唆されている。一
方、文脈率については、学習後に効果が示唆
されている。文脈率については、ユニット 3
と 4で理解を深めた複合型の鑑賞スキルの学
習が学習後に反映されたのではないかと推
察される。 
 次に、鑑賞スキルが「探究する方策」とし
て機能しているかどうかについては、学習後
に支援がなくても鑑賞スキルをどれくらい
能動的に活用しているかという点に注目し
た。そこで、ソフトウェアによって鑑賞スキ
ルの活用を支援した鑑賞文 2と支援なしに独
力で書いた鑑賞文 4の比較によって、鑑賞ス
キルの能動的な活用の状況をみた。 
 その結果、三つの指標の値は鑑賞文 4の方
が高く、図 6に示したスキル率(p<0.05)と文
脈率(p<0.01)のグラフでは鑑賞文 4はいずれ
も有意な増加となっている。鑑賞スキルは、
その学習後に支援がなくても能動的に活用
されるスキルとなっていると推察される。 

 

図 6 熟達化の各指標の変化 
(鑑賞文 2と鑑賞文 4の比較) 

 
(4)事例分析:鑑賞スキルの熟達化と転移 
 学習前、学習過程、学習後を通した熟達化
の状況は、図 7に示す通り、事例ごとに異な
り、各事例は、レベル、スキル、文脈の観点
からそれぞれの変化に特徴がある。そこで事



例分析では、学習過程においてスキルの転移
がどのように熟達化に影響しているのかと
いう点に注目した。 

 

図 7 熟達化の各指標値の変化(五つの事例) 
 
 ここでは二つの事例をとりあげる。一つは
事例３である。事例 3は、レベル、スキル率、
文脈率とも右上がりの増加を示したもので
ある。もう一つは事例２である。学習後の鑑
賞文 4において、鑑賞行為がレベルアップさ
れなかったものである。この二つの事例につ
いて、鑑賞スキルの熟達化と転移の状況を比
較して考察する。 

 

図 8 事例 3の鑑賞スキルとレベル 
 

 図 8 は、事例３の四つの鑑賞文の評定結果
である。枠の中の△、○、●の印と数は、鑑
賞行為のレベルと判定された数を示し、△は
レベル 1、○はレベル 2、●はレベル 3 を示
す。また、枠の下側の数値は、各鑑賞文のレ
ベル、スキル率、文脈率を示している。 
 鑑賞文 3と 4では鑑賞行為のレベルが高ま
り、鑑賞文 4でスキルの種類も増加している。
全体として鑑賞スキルの転移がうまくいっ
ていると考えられる。 
 ただし、それぞれの鑑賞スキルを細かくみ
ると、転移は複雑である。鑑賞する作品の間、
あるいは学習条件に共通性が多ければ、反復
練習の効果として同じ鑑賞スキルの転移が
生じやすい。しかし、共通性が少ない場合は、
必ずしも直接的に反映しない。例えば、鑑賞
文 2と 3では、アート・リポーターのテンプ
レートに基づいて観察のスキルが繰り返し
使われているが、最後の鑑賞文 4では使われ
ていない。最後に独力で書いた鑑賞文 4では、

この観察のスキルが同じ状態のままで転移
したものは認められない。 
 一方、解釈のスキルは、最初の鑑賞文 1と
学習過程の鑑賞文 2と 3でもみられず、学習
過程でも苦手なスキルと本人も考えていた
ものである。しかし、最後の鑑賞文 4でうま
く使えるようになっている。 

 

図 9 事例 2の鑑賞スキルとレベル 

 図 9は、事例２の四つの鑑賞文の評定結果
である。 
 最初の鑑賞文 1では、主題に対しての多様
な鑑賞行為がみられるのが特徴である。そし
て、学習過程で書いた鑑賞文 2と 3では、鑑
賞行為のレベルが高まっているが、スキルの
種類が増加していない。事例 2の場合、鑑賞
スキルの広がりが十分でなく、このことが熟
達化に影響していると推察される。 
 また、鑑賞文 1ではみられなかった表現性
にかかわるスキルが、アート・リポーターの
テンプレートの使用によって使われるよう
になっている。しかし、最終課題の鑑賞文 4
では、表現性にかかわるスキルの転移はみら
れない。そして、鑑賞行為でのレベルアップ
も認められない。 
 学習過程では事例２のスキルの学習は順
調に進んでおり、学習の障害になる明確な要
因は特定されない。ただし、次のことが推察
される。一つは、参考資料に圧倒されてしま
ったために自分の鑑賞の観点が示されてい
ない点である。最終課題の鑑賞文 4では、参
考資料の情報がそのまま述べられているた
め、鑑賞行為のレベル評定は高くなかった。
二つ目は、ふり返りによってメタ認知もよく
されていたが、作品について深く考えるため
の問いに課題があったことである。 
 
(5)成果のまとめと今後の課題 
 上述した分析と考察から成果をまとめる
と、まず鑑賞スキルについての学習プログラ
ムを経ることによって、学習者の鑑賞スキル
の熟達化が示唆されたといえる。熟達化の三
つの指標、つまり、鑑賞行為のレベル、鑑賞
スキルの種類率、文脈率のそれぞれで学習後



に有意な高まりが確認された。特に鑑賞行為
のレベルと鑑賞スキルの種類率は、鑑賞スキ
ルの学習過程においてその高まりが認めら
れた。一方、文脈率は、ユニット 3と 4にお
ける複合型の鑑賞スキルの学習との関連が
推察された。 
 また、鑑賞スキルが作品を探究する方策と
して機能することも示唆された。鑑賞スキル
の学習後、独力で作成した鑑賞文 4では、習
得した鑑賞スキルは支援がなくても能動的
に活用された。その際、根拠を示しながら考
えを示す書き方の学習や、鑑賞スキルの枠組
みから自分の鑑賞をマップ化してメタ認知
させた学習活動の意味は大きかったといえ
る。特に後者の学習は、作品鑑賞そのものを
鑑賞スキルの視点から構造的にとらえさせ
ることになり、鑑賞スキルの能動的な使用を
促したと考えられる。 
 そして、鑑賞スキルの熟達化が認められる
場合、鑑賞スキルの転移も全体としてうまく
促されていたといえる。ただし、学習者の資
質に応じて転移の詳細は事例ごとに異なっ
た。今回分析した二つの事例でも、鑑賞文に
おいて文脈形成プロセスでの転移が同様に
認められたが、鑑賞スキルの深化や広がりの
プロセスでの転移は異なるものであった。 
 今後の課題は、こうした転移の複雑さにつ
いて鑑賞スキルにおけるローロード転移や
ハイロード転移などの観点からも検討し、
個々の学習者の資質や学習環境をいっそう
考慮した学習方法を具体化し、検証していく
ことと考える。 
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